

































































































































































































































































































































「ネイティブアメリカンの教え」　　　　　（作：ドロシー・ロー・ノルト）         
☆　非難ばかり受けて育った子は、非難ばかりします。
☆　敵意に満ちた中で育った子は、誰とでも戦います。
☆　ひやかしを受けて育った子は、はにかみやになります。
☆　ねたみを受けて育った子は、悪いことをしているような気をもちます。
☆　心が寛大な人の中で育った子は、我慢強くなります。
☆　励ましを受けて育った子は、自信をもちます。
☆　ほめられる中で育った子は、いつも感謝することを知ります。
☆　公明正大な中で育った子は、正義感をもちます。
☆　おもいやりのある中で育った子は、信頼をもちます。
☆　人に誉められる中で育った子は、自分を大事にします。
☆　仲間の愛の中で育った子は、世界の愛を見つけます。
《参考資料２》
《毎日の基本的なこと》
≪自己チェック≫
①　「わかる授業」づくりができているか？
②　子どもの気持ちをキャッチできているか？
③　美しい学習環境づくりができているか？
④　チームの一員として動けているか？
⑤　保護者と意思疎通できているか？
⑥　自ら学び続けているか？
《Q＆A》
①子どもたちに信頼される先生になるには
・子どもたちに、先生は私たちのことが好きで褒めたり、しかったりしてくれると感
じさせること。そのためには、子どもたちとの約束を守る、減点主義でなく加点主
義で接する、子どもたちの人権を大切にすること。そして、先輩の成功談や失敗談
をたくさん聞くこと。
②一目置かれる先生になるには
・自分が得意な分野を見つけてやり続けること。どんなことでも５年も続けると「一
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人前」になる。そして、とにかく動くこと。仕事の仕込みに充分時間をかけること。
・この先生には言い訳やウソがつけないと思わすこと。
③よい先生になる条件は
・子どもや他の先生に謙虚であること、人脈づくりに励むこと、いつも元気でいること。
④先生には、どんな役割がありますか
・学者→　　　　　専門的知識
・医者→　　　　　健康観察
・役者→　　　　　演じる
・易者→　　　　　見通しと暗示
・カウンセラー→　受け止める
⑤教師としての心構えは
・目標となる教師を持つ
・管理職、学年代表など、他の先生によく相談し報告する。（報告・連絡・相談）
・体調を万全にしておく
・最初の３年が、がんばりどころと肝に銘じる。・服装はTPOに合わせる
⑥授業の腕を上げるには
・自分の授業を見てもらうこと。そして、他の先生の授業を見せてもらうこと。
・授業後の講評を記録し次に生かすこと。
⑦ついチャイムが鳴っても授業を続けてしまうのですが
・授業の始まりの３分で子どもの心を引きつけることが大切。チャイムで必ず終わる
こと。延長しても子どもたちは上の空である。
⑧ガミガミ言ってしまうのでいい方法はないでしょうか
・困ったときは子どもに聞く姿勢。教師は黙って聞き役になることも必要。
⑨板書の注意事項とは
・黒板は毎時間きれいに拭いておく。上から下に拭くこと。
・黒板拭きもきれいにしておく
・ゆっくり強く丁寧に書くこと
・視写を取り入れること
・一時間に黒板一面に書くこと（１枚の板書が原則）
・授業のはじめに教科の単元名を書くこと
・チョークの色を工夫すること（色、場所、ポイントマークなど）
・板書の内容はすべて暗記しておくこと
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・筆順や誤字が無いよう気をつけること
⑩子どもに筆順間違えていると言われたら
・正しい筆順を確認するチャンス。一緒に筆順を確かめ正しい字を黒板に書くように
する。
⑪発問で使ってはいけない言葉はありますか
・できるだけ「わかりましたか？」は使わない方がいい。こう聞くと、わからなくて
も「はい」と応えてしまうから。「わからないところはありますか？」「わかりにく
いところはありますか？」と聞くといい。
⑫テストを返すときの注意点は
・どこが間違ったのか注目させ、なるべく早く返す。間違い直しが大切である。
⑬本好きの学級にするには
・先生がまず読み聞かせをすること。学級目標を設け「読書何冊カード」などをつく
るのも一つの方法。
⑭学級づくりをしていくには
・朝の会や終わりの会を充実させること。
・一人一役
・生活班をつくる
・行事の中で達成感や満足感を体得させる
・本物との出会いやふれあいを多くすること
⑮学級づくりの定石はあるか
・子どもが基本である
・担任の「こんな学級にしたい」という思いが大切
・遊び時間に子どもの本音が見える
・子ども間のトラブルは、即、解決。初期対応が命
・しんどい子どもを中心にクラスが動く
・問題が起きたときがチャンス
⑯学級開きで気をつけること
・あいさつは魔法の言葉。明るく元気に笑顔で子どもに接する
・担任の「こんな学級にしたい」という思いを伝える
・はじめの子どもたちの一日の様子を「学級たより」で保護者に知らせる
⑰学級通信を出すのは
・できるだけ出したいもの。その日の出来事をタイムリーに。子どものできたこと、
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良かったことを中心に。不定期でもいい。
⑱子どもへのほめ方は
・たくさんほめること。
・シンプルにほめること。
・タイミングよく、みんなの前で具体的にほめちぎること。
⑲子どもとのコミュニケーションのとり方は
・生活日記、握手、あいさつ、遊び、室内ゲームなど
・朝の健康観察
・朝の１分間スピーチ
⑳保護者の要求やクレーム等にどう対処すればいいか
・保護者は基本的に「子どものトラブルを解決してほしい」「安心して学校生活を送
らせたい」と願っている。なので、聞いてくれ、認めてくれと要求してくる。基本
は「誠実に」話を聞く態度で対応すると長期化しないもの。
・初期対応が「命」。事案発生時には、「報告」「連絡」「相談」の上、家庭訪問が原則。
・たとえば「私が気づかなかったことを教えていただきありがとうございます。明日
からしっかり指導できます。」「教えていただいたお陰で、学級の子どもたちもみん
な助かりました。」そして、指導した結果を必ず報告すること。
家庭訪問で、気をつけることは
・時間厳守で伺う。（定期訪問とタイムリーな訪問）
・子どものいいところを話す中で家庭の様子を伺う。食事時には行かないなど
子どもとの人間関係づくりをどうしたらいいか
・「この先生にウソつかれへん」と思わすこと。そのためには日頃から子どもととこ
とん関わることとその子の情報収集、分析を積み上げておくこと。
掃除をサボらせないためにはどうすればいいか
・掃除の手順を示し、まずは教師がやってみること。もくもくと教師がやり続けると、
そのうちにサボる子どもが少なくなる。
子どものやる気を出させる方法は
・関わりのきっかけになるものをつくること。例えば、約束成就のお守りや短冊づく
り。季節ごとの「独り言」コーナーを学級通信に掲載したり、行事の成功を祈って
みんなで千羽鶴やてるてる坊主をつくって楽しむことなど。タイムリーに褒めるこ
と
宿題が多いと保護者から抗議があった場合の対応は
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・実際に子どもの家庭学習の様子を聞いてどれだけの負担になっているかを把握する。
一日の日課票をつくらせ本当にできない量なのかを聞く。できるかできないかを客
観的データをもとに保護者に判断してもらう。
あの子と同じ学級にしないでと保護者が言ってきたらどうすればいいか
・日頃から子どもの様子を観察把握し、どのような人間関係にあるのかをある一定期
間調べ、そのデータをもとに話し合う。人間には得手不得手など個性があり自分と
違う他者と協働したり切磋琢磨して成長することも伝えながら、どうしてもという
場合は全体の中で配慮することも考える。ただ、基本的には個人的な都合や個別の
要望を受けてクラス編成をしないことは伝え理解を求める。
トラブル時に「うちの子だけが悪いのではない」と言ってきた場合
・加害者に対して、まずは事実確認を徹底し、複数の教員で指導に当たること。子ど
もが納得した時点で、被害者も呼び謝罪の場を設ける。その際に関係の子どもたち
の脇も固めきっちり全てを伝えること。
子どもに甘い親の特徴は
・「うちの子だけが悪いのか、遊びのつもりなのに大げさに学校は考えるのか、いじ
められるその子本人にも問題がある」という考えの保護者であること。
・家でも頭ごなしに起こるか、愛情は物やお金を与えることと思っていること。
素敵な保護者の特徴は
・何をおいても「うちの子のしたことは悪い」と両親そろって叱る親であること。
・家庭が平和的でいつも子どもに前向きな期待と愛情を注いでいること。
・善悪のけじめ、お手伝い、あいさつなど家庭内のしつけが行き届いていること。
・家庭で生活リズムが安定していること（寝起き、朝食夕飯、排便などの生活規律）
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